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は
じ
め
に

「
予
算
」
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
4

月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
会
計
年
度
に
必

要
な
経
費
と
こ
れ
を
ま
か
な
う
た
め
の
財

源
の
見
通
し
を
立
て
、
そ
の
金
額
や
目
的

な
ど
を
定
め
る
も
の
で
す
。
簡
単
に
例
え

る
と
、
「
{
家
計
簿
」
の
よ
う
に
収
入
と
麦

出
を
単
年
度
で
把
握
し
て
い
く
や
り
方
で
、

企
業
な
ど
が
資
産
の
内
容
を
把
握
す
る
た

め
に
使
っ
て
い
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
(
世
間

借
対
照
表
)
な
ど
は
現
在
の
と
こ
ろ
使
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
予
賃
を
作
る
こ
と
を
「
予
算
編
成
」

と
い
い
ま
す
。
町
の
予
算
編
成
は
、
毎
年

什
月
頃
に
町
長
が
予
算
編
成
方
針
を
発
表

し
、
こ
れ
に
塁
づ
き
役
場
の
各
部
門
が
作

業
を
進
め
ま
す
。
そ
の
後
、
役
場
内
の
議

論
(
予
算
折
衝
)
を
経
て
、
町
長
が
予
賃

案
を
決
定
し
ま
す
。
こ
れ
を
3
月
開
催
の

町
議
会
に
提
出
し
、
議
決
に
よ
り
正
式
な

町
の
予
算
と
な
る
の
で
す
。

ま
た
、
年
度
途
中
で
当
初
の
予
測
に
反

し
て
予
聾
が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
揚
合
は
、
補
正
予
算
を
そ
の
つ

ど
作
成
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
予
算
が

補
充
さ
れ
ま
す
。

川
内
町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
6
つ

の
特
別
会
計
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
と
は
、
町
の
墓
本
的
な
行
政

を
行
う
た
め
の
会
計
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
多
く
は
、
こ
の
一
般
会
計
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

よ
う
に
特
定
の
収
入
を
特
定
の
支
出
に
充

て
て
事
業
を
行
う
場
合
に
、
一
般
会
計
と

は
区
分
し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

平
成
何
年
度
の
川
内
町
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
全
会
計
の
予
算
規

模
は
訂
憶

9
，
3
4
0
万
4
千
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
1
・

1
%増
加
し
て
い
ま
す
。

広報かわうち 4.25.20038 

111内町の
全会計の予算額は

.予算ーロメモ・ : 
国や県、他の町の予算はどれ ・

くらいあるのでしょうか?
.国の一般会計の予賃額は

81兆7，8901.意7，800万円 .

・愛媛県の全会計の予算額は : 

7，054億1A 11万1千円 .

.重信町の主会計の予豊額は

141億6，356万9干円 :

どれも気の遠くなるような数

:写ですね。
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【 平成IG年度会計別予算の状況 】
(億円)
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銅『ヲ守~@tBß\)g回指岱誠富良
学校や水道施設のように10年以上長期に渡って

使用する施設を建設する際に、その年の一般財源だ
けで負担することは、その年の財政負担が大きくな
るため固などから借入を行うのが町債です。現在の
ところ川内町の町債に関する指数は、県下平均か、
それよりやや良い程度ですが、今後の町債の選択に
はますます気をつける必要があります。
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一まず会計ご
と
に
予
質
規
模
を
前
年
度

と
比
較
し
な
が
ら
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
会
計

全
会
計
の
う
ち
半
分
以
上
を
占
め
て
お

一
り
、
総
予
算
額
は
ぬ
億
1
，3
5
5
万
5
干

円
で
前
年
度
に
比
べ
て

3
・
8
%
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
次
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

こ
の
会
計
は
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

の
病
気
や
け
が
、
出
産
、
死
亡
な
ど
の
際

に
必
要
な
保
険
給
付
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
額
は

8
億
1
，1
1
7
万
3
千
円
で
前

年
度
に
比
べ

1
1
・4
%
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
医
療
制
度
の
改
革

に
伴
い
老
人
保
健
へ
の
負
担
額
が
減
っ
た

こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

こ
の
会
計
は
国
民
健
康
保
険
な
ど
に
加

一
入
し
て
い
る
河
歳
以
上
(
一
定
の
障
害
の

一
あ
る
人
は
臼
歳
以
上
)
の
人
を
対
象
と
し

た
医
療
給
付
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
算

一
額
は
は
億
1
，8
9
6
万
2
千
円
で
前
年
度

.
に
比
べ

0
・
8
%
の
増
加
で
ほ
ぼ
横
ば
い

で
す
。 各

会
計
の
特
徴

簡
易
水
道
特
別
会
計

皆
さ
ん
に
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の

会
計
で
予
算
額
は

2
億

5
，
9
0
7
万
2

千
円
で
前
年
度
に
比
べ
叩
・
1
%
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
奥
松
瀬
川
に
給
水
施

設
を
整
備
す
る
た
め
で
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

下
水
道
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
会
計

で
、
予
算
額
は

5
億

2
，
1
7
4
万
7
千

円
と
前
年
度
に
比
べ
叩
・
9
%
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ほ
M

年
度
に
計

画
し
て
い
た
事
業
の
一
部
を
凶
年
度
の
補

正
で
早
期
着
工
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計

こ
の
会
計
は
ふ
る
さ
と
交
流
館

H

さ
く

ら
の
湯
H

の
経
営
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

予
算
額
は
1
億
6
，8
6
1
万
1
千
円
で
5
・

8
%
の
減
少
で
す
が
、
主
な
要
因
は
投
資

的
な
経
費
と
修
繕
費
用
の
削
減
に
よ
る
も

の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

こ
の
会
計
は
平
成
ロ
年
の
介
護
保
険
制

度
が
導
入
さ
れ
た
時
に
で
き
た
も
の
で
予

算
額
は

7
憶
お
万

4
千
円
で

9
・
3
%
増

加
で
す
が
、
こ
れ
は
第
二
期
の
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
き
大
幅
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

@ 広報かわうち 4.25.2003



平成[G年度一般会計予算の状況 】

:・寵入 : 
:地方交伺税/標準的な行政を行うため不足を補うため :

に交付されるもの : 
ー町 税/町民の皆さんから納めていただく税金や ・
ー 会社の法人町民税など : 
:町 債/多額の経費を必要とする投資的経費のた :
. めに固などから借入れるもの
:繰入金/各種墓重などから一融会計に繰り入れた :

もの
:県支出金/黒からの補助金など
:国庫支出金/固からの補助金など ; 

その他
5.1% 

:~・歳出 : 
:土 木 費/道路、公園、河川の整備などに使われる :

もの
:民 生 費/高齢者や障害者などの福祉に使われる :

もの
:公 債 費/町の借入金の返済に便われるもの
:農林水産業費/農林水産業の振興に使われるもの ・
・教 育 費/学校や文化・スポーツ活動に便われる ・

もの ・
・総 務 費/市町村合併や防犯などに使われるもの :
:.目的別分類
:経費を分類したもので一般的に用いられています。
:・性質別分類
:経費を使い道によって分類したものです。例えば土木 :
.費にも民生費にも人件費は力、かっています。それらを :
:種類別に集計したものです。 .土木費

14.0% 
衛生費
13.7% 

総務費
11.4% 

公債費
13.4% 

一
般
会
計
の
特
徴

次
に
一
般
会
計
に
お
け
る
予
算
の
特
徴

を
説
明
し
ま
す
。

趨

入
歳
入
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
と
法

人
町
民
税
の
減
が
7
千
万
円
、
普
通
交
付

税
の
減
が
1
億
円
の
見
込
み
と
怠
っ
て
い

ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
た
め
国
や
県

か
ら
の
補
間
金
を
積
極
的
に
導
入
し
な
が

ら
地
方
債
の
借
入
れ
も
利
用
し
て
財
源
を

確
保
し
ま
し
た
。

歳

出
歳
出
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
ハ
ー
ド
事

業
と
し
て
今
年
度
メ
イ
ン
と
な
る
の
は
、

川
上
小
学
校
木
造
校
告
の
建
て
替
え
で
す
。

新
校
吉
は
、
木
造
が
主
体
と
な
り
、
柔
ら

か
い
雰
囲
気
の
な
か
で
吾
供
た
ち
が
掌
習

で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
、
環
境
に
も
や

さ
し
い
も
の
と
な
る
予
定
で
す
。
そ
の
他

の
投
量
的
な
経
費
は
縮
減
し
て
い
ま
す
が
、

小
さ
な
費
用
で
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
よ

う
、
職
員
は
ソ
フ
ト
百
で
の
創
意
工
夫
と
思

い
や
り
を
持
ち
な
が
ら
、
よ
り
良
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
山
が
け
て
い
き
ま
す
。

ほ
か
に
教
育
関
係
で
は
、
給
食
セ
ン
タ

ー
の
調
理
機
器
の
一
部
重
新
、
私
立
幼
稚

園
奨
励
補
問
、
家
庭
教
育
P
T
A
学
級
・

却
児
期
家
庭
づ
く
り
教
室
、
フ
す
青
て
掌
習

講
座
開
設
麦
据
事
業
な
ど
の
充
実
と
継
続

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

広報かわうち 4.25.2003。
子育て支援センターの“子育て広場"

ま
た
、
菩
青
て
麦
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門

職
員
を
二
人
体
制
に
強
化
し
、
大
掌
か
ら

回
教
授
や
専
門
指
導
員
を
迎
え
各
施
設
に

入
っ
て
直
接
の
保
青
と
指
導
に
あ
た
り
、

健
全
な
療
育
を
め
ざ
し
て
山
理
判
定
を
定

期
的
に
行
い
ま
す
。
病
後
日
ん
を
預
か
る
乳

幼
児
健
康
麦
援
事
業
は
凶
年
度
か
ら
継
続

し
、
ヲ
す
供
を
認
可
外
保
育
所
に
預
け
る
ケ

ー
ス
も
多
く
み
ら
れ
る
た
め
認
可
外
保
育

健
康
麦
援
問
成
事
業
を
新
た
に
始
め
ま
す
。

ま
た
、
小
掌
校
や
幼
稚
園
に
通
う
障
害
を

も
っ
児
童
に
対
す
る
予
算
な
ど
を
積
極
的

に
確
保
し
て
未
来
を
担
う
吾
供
た
ち
の
健

や
か
な
育
成
を
宣
援
し
て
い
き
ま
す
。
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【平成m年度一般会計予算ハード事業の主なもの〕

事 業 名 事業費

ハ|上小学校木造校舎改築 427，750千円

北方中央線、三島段線、Eノ上回号線 287，600千円

ゴミ焼却周辺環境整備等負担金 85，924千円

井内黒岩池改修工事 30，894千円

戸籍総合システムハードウェア購入 19，635千円

合併処理浄化槽設置整備事業補助金 13，390千円

公園測量造成設計業務委託，河川敷公園整備工事他 9，800干円

給食センター真空冷却機ほか購入 8，757子円!

キγズ150
?ログラムヲτ

おに?

説明開G
川内町立川上小学校は、明治23年に設立された

百十余年の歴史ある小学校です。
戦後、昭和22年に小学校6年・中学校3年が義

務教育とされ学校名称も現在の川上小学校となりま
したが、当時はまだ川上中学校が併設されており、
今回改築計画を進めている木造校舎は、昭和27年
10月に中学校の校舎として建築された建物です。
新築する校舎の構造は、現在の校舎が木造である

ことから保護者か5も木造校舎の要望が強いこと、
木の温もりと川上小学校の木造校舎の歴史を小学校
の伝統にしたいこと、また低迷する地域林業の活性
化をはかることなどかう、木造を基調に計画を進め
ています。
なお、この教棟は休日の児童利用や学校施設の地

域開放を配車して特別教室4教室の内、図書室と視
聴覚室の2教室に、空調設備(冷暖房設備)を備え
る予定です。

180Cアイ・工ス・オー)14008の
規格をもとにした省工ネ・リサイ

クルを中山とした環境を守るため
の管理システムです。

18014008とは、環境墨準に関する世界的な取

り決めの略称で既に多くの企業が取り組みを始め

ています。このプログラムでは、ミ子ども達ひとりひ

とりがリーダーとなり、身近なところから環境問
題を考えながら行動していきます。

ーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーー
-・・・・・・............・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・・・・・・・.• •.•.• ...・・.・......•...• 

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
行
政
区

へ
の
自
治
活
動
の
援
助
や
自
主
団
体
に
よ

る
特
産
自
開
発
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

な
ど
へ
の
町
成
を
行
い
、
旧
滑
川
小
掌
校

の
跡
地
に
は
ト
イ
レ
を
改
築
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
面
で
は
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

の
巡
回
・
監
視
な
ど
の
た
め
に
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
っ
す
供
た
ち
の
総
合
掌
習

的
な
意
昧
を
託
し
た
キ
ツ
ズ

|
S
O
プ
ロ

グ
ラ
ム

M

自
分
の
家
庭
で
の
省
エ
ネ
体
験

実
習
H

な
ど
身
近
で
親
し
み
の
持
て
る
試

み
が
始
ま
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
焼
却
や
不
燃

物
処
理
費
用
に
つ
い
て
は
膨
大
な
経
費
を

要
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館
で

毎
月
行
っ
て
い
る

u

生
き
が
い
活
動
通
所

麦
援
事
業
H

を
4

フ
後
も
継
続
し
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
増
進
と
介
護
予
防
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
高
齢

者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

即
成
方
法
の
改
善
に
よ
り
接
種
人
数
の
実

繕
も
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
の
で
予
算
面

で
も
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

改修予定の旧滑川小学校のトイレ

生きがい活動通所支援事業

最
後
に
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
川
内
町

重
信
町
の
合
併
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

は
多
額
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
住
墨
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
事
務
の
合
理
化

・

迅
速
侶
を
図
る
も
の
、
資
産
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
や
行
政
情
報
調
査
な
ど
公
平
性

・

正
確
性
の
向
上
を
図
る
も
の
な
ど
、
合
併

後
の
公
共
団
体
の
健
全
な
運
営
を
保
つ
た

め
の
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

@ 広報かわうち 4.25.2003



: 平成a年度一般会計決算の状況 】l

報
告

. ・町民一人あたりで・
:一般会計の歳出は

495，031円 ・

:町民税は 34，765円 ・

:固定資産税は 67，762円:
:軽自動車税は 1，940円 ・

・町タバコ税は 4，594円 ・

(H 14.4.1 11，288人

【平成ll;l年度特別会計決算の状況】
(単位・千円)

4Z2玄h 計 l'lU 
決算額 歳入歳出

歳入 歳出 差引残額

国保(事業) 900，808 817，052 83，756 

老人保健 1.357.431 1.356.703 728 

簡易水道 231.828 227，143 4，685 

公共下水道 776，975 762.346 14.629 

ふるさと交流館 236.861 165，683 71.178 

介護保険 639，679 639.656 23 
.d. 言十 4.143.582 3.968.583 174.999 仁コ

総務費
12.2% 

民生費
12.0% 

一
般
会
計
の
特
徴

し向
たけ平
。た成

取 13
り年
組度
みは
が
重市
点町
課村
題合
と併
な推
り進
ま に

歳

入一
般
会
計
の
歳
入
は
、
自
主
財
源
で
あ

る
町
税
の
徴
収
と
補
問
金
な
ど
の
財
源
の

確
保
に
努
め
、
〈
玉
体
と
し
て
は
3
・8
%
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳

出一
方
、
歳
出
で
す
が
、
総
務
費
に
つ
い

て
は
、
将
来
を
見
通
し
た
庁
舎
の
再
配
置
、

直
営
林
の
計
画
的
な
整
備
、
交
通
安
全
施

設
の
整
備
、
集
会
所
の
大
規
模
改
修
事
業

に
朗
成
し
な
が
ら
、
住
民
の
町
づ
く
り
事

業
や
情
報
公
開
の
進
展
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、
保
健
衛
生
事
業
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
ゴ
ミ
減
量
化
・
育
資
源

化
対
策
の
推
進
・
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備

な
ど
生
活
排
水
対
策
の
推
進
に
力
を
入
れ

ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て
は
、
農
業
基

盤
施
設
整
備
を
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ

い
事
業
で
農
林
業
振
興
に
係
る
各
種
ソ
フ

ト
事
業
、
農
林
道
や
水
路
の
整
備
、
国
土

調
査
事
業
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、
観
光
施
設
の
整
備
や
地

域
振
興
に
つ
い
て
の
ソ
フ
ト
事
業
、
土
木

費
は
、
生
活
道
路
や
墨
幹
道
路
の
改
良
整

備
に
力
を
入
れ
な
が
ら
が
け
崩
れ
対
策
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

消
防
費
で
は
、
計
画
的
な
消
防
設
備
の

整
備
充
実
、
教
青
費
で
は
、
義
務
教
育
、

社
会
教
育
、
保
健
体
育
な
ど
の
ソ
フ
ト
事

業
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
施
設
の

計
画
的
な
改
修
や
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

広報かわうち 4.25.20030 

特
別
会
計
の
特
徴

次
に
平
成
日
年
度
の
特
別
会
計
に
つ
い

て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め
、
医
療
費
の

抑
制
や
健
康
の
増
進
に
努
め
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計
は
、
固
か
ら
の

補
間
金
や
地
方
債
を
主
な
財
源
と
し
な
が

ら
、
下
水
道
管
渠
の
布
設
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
そ
の
制
度
も

着
実
に
定
着
し
て
き
て
お
り
、
国
や
県
か

ら
の
補
間
金
や
支
払
墨
金
か
ら
の
拠
出
金

を
主
要
な
財
源
と
し
て
円
滑
に
推
移
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
他
は
各
会
計
と
も
、
お
お
む
ね
順

調
に
決
算
さ
れ
て
い
ま
す
。



-~闘志官芸道誼

一
般
議
案

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

野
首
恒
明
委
員
よ
り
辞
任
の
申
し
出
が

あ
っ
た
た
め
後
任
に
田
中
克
彦
氏
を
推
薦

し

よ

う

と

す

る

も

の

(

同

意

)

O
愛
媛
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

に
つ
い
て

別
吾
山
村
が
新
居
浜
市
へ
合
併
す
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
決
を
必
要
と
す
る
も
の
(
可
決
)

O
愛
媛
県
消
防
団
員
等
災
害
補
償
還
職
報

償
金
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
に
つ
い
て

別
吾
山
村
が
新
居
浜
市
へ
合
併
す
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
決
を
必
要
と
す
る
も
の
(
司
決
)

O
愛
媛
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

別
予
山
村
が
新
居
浜
市
へ
合
併
す
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
決
を
必
要
と
す
る
も
の
(
可
決
)

O
愛
媛
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
こ
れ
に
伴
う
愛
媛
県
市
町
村
交
通

災
害
共
済
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

別
吾
山
村
が
新
匡
浜
市
へ
合
併
す
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
決
を
必
要
と
す
る
も
の
(
可
決
)

O
愛
媛
県
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
愛
媛
県
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

別
号
山
村
が
新
匡
浜
市
へ
合
併
す
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
決
を
必
要
と
す
る
も
の
(
可
決
)

O
川
内
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

に
つ
い
て

平
成
同
年

1
月
1
日
以
降
実
施
さ
れ
る

一
般
選
挙
か
ら
議
員
定
数
が
叩
人
と
な
る

た
め
委
員
会
定
数
を
改
正
す
る
も
の(

可
決
)

O
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
副
告
に
塁
づ
く
職
員
の
期
末
手

当
の
麦
給
月
の
変
更
に
よ
る
も
の

(
可
決
)

O
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
塁
づ
き
、
職
員
の
期
末
手

当
の
支
給
月
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
と
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
よ
る
も
の

(
可
決
)

O
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
に
闘
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
観
告
に
墨
づ
き
、
職
員
の
期
末
手

当
の
麦
給
月
が
変
重
に
な
っ
た
こ
と
と
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
筈
申
に
よ
る
も
の

(
可
決
)

O
川
内
町
福
祉
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
域
改
善
対
策
特
別
法
の
失
効
に
よ
る
、

報

t:C 
cコ

O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
書
宣
報
旨

-・・・・圃
請

願



不
法
投
棄
と
は

廃
棄
物
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
で
あ

る

「
一
般
廃
棄
物
」
と
事
業
活
動
に
よ
っ

て
工
場
な
ど
か
ら
出
る

「産
業
廃
棄
物
」

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
廃
棄
物
の

処
理
方
法
は
、
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

各
市
町
村
が
一
定
の
ル

l
ル
を
定
め
て
計

画
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
排
出

し
た
事
業
所
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ル

l
ル
に
従
う
こ
と
が
面
倒
だ
っ

た
り
、
処
理
に
か
か
る
経
費
を
節
約
す
る

た
め
に
、
廃
棄
物
を
山
林
や
原
野
、
河
川

な
ど
に
安
易
に
不
法
投
棄
す
る
例
が
あ
と

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
家
電
製
品
や
大
型
の
ご

み
を
野
山
に
捨
て
る
の
も
不
法
投
棄
で
す

が
、
窓
か
ら
吸
い
が
ら
を
捨
て
た
り
、
空

き
缶
を
道
端
に
捨
て
る
の
も
立
派
な
不
法

投
棄
で
す
。
「
自
分
だ
け
な
ら
大
丈
夫
、

こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
安

易
な
考
え
は
捨
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1・・・・・ 0・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
決
め
ら

れ
た
場
所
に
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
ル

1
ル
は
誰
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
を
す
る
と
法
律
で
厳
し
く
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
産
業
廃
棄
物
だ
け
で
な
く
、
家
庭

ご
み
の
不
法
投
棄
も
「
5
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は

1
0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
」
と

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
二
十
五
条
で
厳
し
く
定
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

町
で
は
不
法
投
棄
を
防
止

す
る
た
め
環
境
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
す

こ
れ
ら
の
不
法
投
棄
は
、
夜
間
や
人
目

の
つ
か
な
い
山
奥
で
の
投
棄
が
大
変
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
所
有
す

る
土
地
に
つ
い
て
も
勝
手
に
ご
み
の
投
棄

は
で
き
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
、

投
棄
者
が
判
明
し
な
い
場
合
は
土
地
の
所

有
者
が
ご
み
の
撤
去
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
土
地
の
管
理

者
は
、
他
人
が
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
が
で

き
な
い
よ
う
に
土
地
を
柵
で
囲
う
な
ど
、

そ
の
場
所
に
不
法
投
棄
が
さ
れ
な
い
よ
う

に
努
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
悪
質
な
投
棄
者
の
発
見

.............o................ .............. .... ...... ...... ........... .............. .......... . 

は
、
行
政
だ
け
で
は
大
変
困
難
で
あ
る
の

が
現
状
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
が

有
効
な
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
不

法
投
棄
の
現
場
を
目
撃
し
た
場
合
は
車
の

ナ
ン
バ
ー
、
特
徴
、
ご
み
の
種
類
、
現
場

の
状
況
等
を
で
き
る
だ
け
詳
細
に
、
健
康

セ
ン
タ
ー

(
E
9
6
6
1
2
1
9
1
)
ま
で

必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。
不
法
投
棄
は
投
棄

さ
れ
た
ご
み
を
処
理
す
る
だ
け
で
な
く
そ

の
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
平
成
日
年
度
か
ら
不
法

投
棄
監
視
車
(
パ
ト
ロ
ー
ル
車
)
を
導
入

し
、
監
視
員
を
配
置
し
、
巡
回
、
発
見
、

指
導
等
を
行
い
ま
す
。

広報かわうち 4.25.2003@) 

未
来
の
子
ど
も
達
か
ら
の

借
り
物
で
あ
る
美
し
い
自

然
を
美
し
い
ま
ま
返
せ
る

よ
う
に

不
法
投
棄
は
罰
則
が
あ
る
か
ら
し
な
い

と
い
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
来

の
子
ど
も
達
か
ら
借
り
受
け
た
こ
の
美
し

い
自
然
環
境
を
、
次
の
世
代
を
と
お
し
て

よ
り
美
し
く
返
し
て
い
く
た
め
に
行
う
の

で
す
。
ま
た
川
内
町
だ
け
が
美
し
く
な
っ

て
も
問
題
の
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
小

川
が
川
に
流
れ
海
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
よ

う
に
私
た
ち
の
自
然
は
、
地
球
規
模
で
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。AV--



先月号の広報かわうちでお伝えしましたように、

分別収集された廃プラスチック類は、広島県福

山市まで運ばれ、高炉原料化工場で原料として

リサイクルされています。今年の 1月に川内町

から運ばれたプラスチックごみを福山市の工場

で検査しました。その結果は…

健康センター
伊藤主任主事

1月分の川内町のプラスチック類ごみには、

全重量の約15.3%にあたる異物が混入していま

した。ちなみに重信町は川内町の約半分の7%で、 ( 

その他の自治体に比べても川内町は分別が徹底

できていないことがわかりました。分別のしに
くいごみも、きちんと分けなければリサイクル

できません。分別は一人一人が貫任を持って根
気よく行うことがl必要です。

'1参しよう1

皆さんの家庭から出たプラスチックごみ :
は松山市の中間処理業者が保管し、福山市 :
へ運搬します。この際、圧縮機でプレスす :
るために手作業で異物を取り除きます。そ :
のため無色透明の袋に入れなければならな :
いのです。また福山市の工場で燃料として :
リサイクルする際に地球温暖化の原因とな ・
る二酸化炭素を発生させないために輪ゴム ・
や塩化ビニール系のごみは混ぜることがで ・
きません。 : . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
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れ
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へ

4
月
引
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ら
、
旅
券
申
請
へ
の

住
墓
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
開
始
さ
れ
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す
。

愛
媛
県
内
に
住
民
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録
が
あ
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方
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愛

媛
県
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旅
券
を
申
請
さ
れ
る
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合
、
原
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と
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て
住
民
票
の
提
出
が
不
要
に
な

り
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す
。
な
お
、
本
人
確
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書
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に
よ
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必
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の
で
、
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は
愛
媛
県
パ
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(
m
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2
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1
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4
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6
)
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

旅
券
を
申
請
さ
れ
る
際
に
は
、
申
請

者
ご
本
人
が
ご
自
分
の
住
民
票
コ
ー
ド

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
旧
様
式
の
申
請

書
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
住
所
欄
の

余
白
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
お
分
か
り

に
な
ら
な
い
場
合
は
、
ご
記
入
い
た
だ

か
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

一内
t
』
哩一，

思
給
を
お
受
け
取
り
の

方
ヘ

平
成
何
年

4
月
か
ら
、
恩
給
受
給
権
調

査
申
立
書
に
町
長
の
証
明
は
不
要
に
な
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ま
し
た
。
こ
れ
は
、
総
務
省
人
事
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恩
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局
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住
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台
帳
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ッ
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ー
ク
シ
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テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
給
受

給
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
、
思
給
受
給
者
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方
町
時
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恩
給
を
受
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あ
る
か
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必
要
が
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た
。

;平成15年度から高齢者の方の介護保険料が変わります!
65歳以上高齢者の方の、介護保険料が改定されました。

。改正後の介護保険料(所得に応じた保険料の額)

| 摘要 |i  
| 平成15年度 i 
| 年間保険料 | 

| 第 l段階 |生活保護受給の方 老齢福祉年金受給の方で I 20叩 | 
世帯全員が市町村民税非課税の方 | 

( 第2段階 | 世帯全員が市町村民税非課税の方 31，300円 I ~ 
1 m3 ~~~~ I 本人は市町税非課税であるが | 第 3段階 41，800円

世帯員に課税の方がいる場合 | 

I m4~~~~ I本人間同税課税の方で | 第4段階 52，300円
合計所得金額200万円未満の方 | 

I m 5 ~~~~ I本人が市問税課税の方で | 第 5段階 ， ， ，，- .，- ~ " '"_V"， U_""， U .A~-+-n~;'ê4!&" f') nno::; ml\1 ~IT\-t:- 62，700円
| 合計所得金額200万円以上の方 | 

65歳以上高齢者の方の介護保険料は、川内町の方が利用される介護保険の給付費の肉、 1/6
相当 (18%)を負担することとなっています。平成15年度の介護保険料については、舎後3ヵ
年間の給付費の伸びを予測した上で、平成12年度から3力年閣の保険 __  .Aa 
料と比較して、約2割程度の負担増をお願いすることとなりました。 rC:-'明司ケマ!j
高齢者個々の介護保険料については、前年度所得の確定に併せて6 勺 JVJ児8<o

月末に、それぞれお宅に保険料額の決定通知をお送りさせていただ 芹柱。4.，(I ¥J ¥' } 
きます。 \~ア入 \:V

日防、わうち 4.25.2003⑪



康づくりの定めl之
食生活を買なおしてみま

開講式、オリエンテーシヨン

1 1 5月27日(火) 講義「食生活改善で健康づくりJ
調理実習rJ'i:ランスのとれたメニューJ

21 6月19日(木)
講議・実習「自分の栄養所有量を計算してみましょっJ
調理実習

31 7月15日(火)
講議「食べたものは体の中でどうなる?J
調理実習

41 8月22日(金)
施設見学「四国乳業j
調理実習「牛乳=乳製品を使って」

51 9月19日(金)
講義「自分の体の状態を知ろうJ~健康診断の結果より~
調理実習

61 10月17日(金)
講義、実技指導「健康づくりのための運動」
調理実習

1 1月20日(木)
講義・実習「献立を立ててみましょうj

調理実習

12月16日(火)
講義「生活習慣病と食事j
調理実習

1月22日(木)
講義「食品の表示についてj
調理実習

座談会「食生活改善講座に参加してj

2月17日(火) 調理実習rJ'i:イキングメニューj

開講式

、内容は変更する場合があります。

閏 午前9時30分~午後1時 場 所 川内町健
者 10田中8回以上出席した方を修3者とし、修3証書と記念昂

申し込み先 健康センター(TeI966-2191)までご連絡ください。

昭和5aJ~aJ月 2日~昭和b2~lO円 1 日生事れの;n t.， さら
風 L 恥の予防接種 l~，;:.寄;nで可fl-'?

昭和54年4月2日~昭和62年10月1日生まれの方は、風しんの予防接種を受けた方が少なく、今

後流行することが懸念されています。
下記の要領で風しん予防接種を実施しておりますので、対象年齢で風しんの予防接種を受けて

いない方は、芯るべく早く接種を受けましょう。

0対象者
昭和54年4月2日~昭和62年10月1日生まれの方で、風しんの予防接種を受けてい芯い方

O期間
法律に基づき、上記の方が接種を受けることができる期間は、平成15年9月30日までです。

O料金
対象年齢の方は、上記の期間内は無料で受けうれます。

O方法
健康センターで…5月27日(火)、9月29日(月)に実施します。
指定医療機関で・・・直接医療機関iこ申し込みをして、受けるように芯ります。

接種を希望される方は、健康センター(T81966-2191)までご連絡ください。

⑪ 広報かわうち 4.25.2003
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平成15年度の幼維固・11、学校・中学校教職員を紹介は可
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国
民
年
金
は
安
心
で
す

「
年
金
な
ん
て
若
い
う
ち
は

関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
老
後
に
支
給
さ
れ

る
「
老
齢
年
金
」
だ
け
で
な
く
、

現
役
時
代
に
病
気
や
け
が
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
は
「
障
害

年
金
」
と
し
て
、
本
人
が
亡
く

な
っ
た
と
き
は
遺
族
を
支
え
る

「
遺
族
年
金
」
と
し
て
支
給
さ

れ
、
人
生
の
「
も
し
も
」
の
と

き
に
生
活
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ

ィ
1
ネ
ッ
ト
と
な
る
も
の
な
の

で
す
。私

た
ち
の
長
い
人
生
の
な
か

に
は
、
病
気
や
け
が
、
障
害
や

死
亡
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス

ク
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
だ
れ

も
が
い
ず
れ
は
年
老
い
て
若
い

こ
ろ
の
よ
う
に
は
働
け
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
で

も
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
経
済
的
に

支
え
る
も
の
が
国
民
年
金
で
す
。

国
民
年
金
は
、
現
在
の
働
く

世
代
が
納
め
る
保
険
料
で
、
年

金
を
受
給
す
る
世
代
を
支
え
る

「
世
代
間
扶
養
」
の
し
く
み
を

と
っ
て
い
ま
す
。
常
に
、
そ
の

時
代
の
現
役
世
代
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
る
た
め
、
日
本
の
経
済

社
会
が
存
続
す
る
限
り
、
年
金

が
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
年
金
は
、
国
が

責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
る

制
度
で
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の

3
分
の

l
は
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
。
世
代
間
扶
養
の
し
く
み

を
損
得
で
考
え
る
の
は
適
当
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
加
え
て
計

算
し
て
み
れ
ば
、
平
均
寿
命
を

生
き
た
場
合
、
納
め
た
保
険
料

以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
金
額
は
物
価
や
賃
金

が
変
動
す
る
と
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
自
動
的
に
変
動
す
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年

金
が
な
か
っ
た
ら
、
自
分
の
寿

命
や
物
価
の
変
動
な
ど
を
予
測

し
て
、
若
い
う
ち
か
ら
老
後
の

生
活
資
金
を
蓄
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
親
の
老
後

の
生
活
資
金
も
、
個
人
だ
け
で

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
社
会
全
体
で

支
え
る
世
代
間
扶
養
の
し
く
み

で
す
。国

民
全
体
が
世
代
と
い
う
大

き
な
力
で
支
え
あ
い
、
長
寿
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
年
金
給
付
を

保
障
し
て

い
ま
す
。

給
水
装
置
工
事
業
者
の

追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
日
年
3
月
に
給
水
装
置

工
事
業
者
と
し
て
追
加
指
定
し

た
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す

0
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友
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戸
別
受
信
機
の
チ
ェ
ッ
ク
は

お
済
で
す
か
?

あ
な
た
の
家
で
現
在
コ
ン
セ

ン
ト
に
差
し
込
ん
で
使
用
し
て

い
る
戸
別
受
信
機
は
、
災
害
な

ど
の
停
電
時
に
は
電
池
に
切
り

替
り
ま
す
。
電
源
ラ
ン
プ
が
赤

く
点
滅
し
て
い
る
の
は
、
電
池

が
消
耗
し
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。

早
急
に
電
池
(
単
2
電
池
4
個
)

を
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

電
源
ラ
ン
プ
が
緑
色
(
正
常
)

.問い合わせ先.
年金

・・・福祉課(ft966桐 2223)
水道

・・・・・・・・水道課(ft966-2238)
防災行政無線

・・・総務課(ft966-2222)
もよおし

. .. .福祉課(ft966-2223)
. .ミ子育て支援センター(合966-2080)

・・・・・福祉館(ft966均 3306)
市町村合併

重信町川内町合併協議会事務局
(ft964-4412) 

" 冒
園園

縁
起
の
い
い
客

小説の素材がダイヤモンドなら、エッセイ
の素材はエメラルドー。ひたむきに求め、き
っぱりと諦める。 r熱願冷諦Jを信条に、無
理をせず自然体で生きる。 11'，¥(こ染みるエッセ
イ集。

吉
村

昭

著

縁
起
め
い
が
客

曹
且
有
限
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で
も
年
一
回
は
、
必
ず
新
し
い

電
池
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

- 子育乞支援センターか勾 .
予育て広場

日 時 5月 16日(童)
午前9時~13時30分(受付 8時40分~9時)

集合場所川内保育園
内 容 とべ動物園へ行こう(雨天時えひめこどもの減)

マイクロパスで行きます。
参加費動物園入園料 300円
持参晶おやつ、お弁当、水筒、帽吾、着替えなど
※参加ご希望の方1;::1:5日9B(主)までにお申し込み下さい。
尚、参加希望者が多数の場合は、お断りすることがあります。

あおぞら広場 (今年度から週2回の開催になります。)
保育園の園庭を開放しています。
園児と一緒に親菩で砂場や固定遊具、おもちゃなどで遊び

ませんか?
遊んだ後は紙芝居や絵本の読み聞かせ、手遊び、井戸端会議

なども行っています。
日 時電週金曜日午前9時~11 時
場 所川内保育園園庭

(雨天時は健康センターの「ことばの教室jで行います。)
日 時毎週火曜日午前9時~11 時 場 所 福 祉館

育児相談
ミ子育ての悩みや不安なこと芯どの相談をお受けしています。

お気軽にお電話ください。 (TEL966-2080) 

- 福祉館か句 .
福祉館では下記事業や講座を定期的に行っております。町民の
皆様のご参加をお待ちしております。
詳しくは福祉館までお問い合わせ下さい。 (TEL966-3306) 

日 行事名 開催時間
8日(木) 父流学習会(力フオケ教室) 午後7時30分~
12日(月) 行政相談 午後1時~午後4時
13日(火) 健康体操 午後7時30分~
27日(火) 健康体操 午後7時30分~
28日(水) 各種相談事業 午後1時~午後3時
30日(金) 人権問題懇談会 午後7時30分~

※予定のため変重になる場合があります。
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聾)因雪j固盟国
3/11 産業建設常任委員会 議長 ・常任委員

愛媛十主医療挙院卒業式 副議長
保健福祉常任委員会 議長 ・常任委員
総務文教常任委員会 議長 ・常任委員
川内町中学校卒業式

正副議長 ・総務文教委員
3月定例釘議会(霞終日) 余議員
奨学資金運用委員会 総務文教委員長
町内各小学校卒業式 校区議員
松山地区広域市町村題協議会総会 議長
川内町将来錆想研究会 委員
温泉郡議長会 議長
111内保育園卒園式 保健福祉委員
土地開発公社理事会 理事
重信町川内町合併協議会 委員
教職員離任式 議長
教職員着任式 議長
重信町川内町合併協議会 委員
ふるさと交流館5周年記念

議長 ・特別委員長
校区議員

四国雪j国
産業建設常任委員会
保健福祉常任委員会
自衛隊入隊激励会
総務文教常任委員会
川内町中学絞卒業式
3月定例町議会(最終日)
保健衛生実践会地区総会
保健衛生実践会地区総会
松山地区広域市町村園協議会総会
川内町将来僑想研究会
温泉郡町村会
保健衛生実践会地区総会

26 )11内保育園卒園式
土地開発公社理事会
保健衛生実践会地区総会
霊信町JII内釘合併協議会
保健衛生実践会地区総会
保健衛生実践会地区総会
教職員離任式
保健衛生実践会地区総会
教職員着任式
重信町川内町合併協議会
ふるさと交流館5周年記念
保育園入国式
川内中学枝入学式

町内各小学校入学式
川内中挙校入挙式

正副議長 ・総務文教委員
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ハグレ精神本↓医の定年後の人生のたうち記。 ・ アメリ力l;j;第2次大戦中に失った戦闘艦の : 虐待、離婚、失業などの理由から、親元で
ハワイ2週間旅行で夫婦の他人性を確認したり、 -責任を、インデ?ィアナポリスの艦長だったチ :暮せないそ子どもが日本全国でおよそ3万8千人
終のすみ力への転居、患者人情話など中沢節 :ヤールズマクベイ大佐のみに負わせた。いる。すべてを犠牲にしてその芸たちを社会
がさえわたる。じたばた的臼常を工イヤ!と ・事件から半世紀、たった一人で大佐の名誉回 :の偏見から守り、我がミ子同然に育てた著者が
ひっくり返す決まり妓抱腹エッセイ。復をなしとげた少年の大奮闘記。 ・綴る、真の親吾の鮮を問うノンフィクション。
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重信町川内町合併協議会では、重信町と川内町が合併するとした場合に誕生する新しい市の名称を募集し、応募
いただいた中から市の名称を決定することになりました。

募集要領等をよくお読みいただき、歴史と文化、豊かな自然と活力ある産業に恵まれた合併後の「新しい市jにふ
さわしい名称をお寄せ下さい。

0選定基準
新市名候補は、漢写、ひらがな及び、カタカナにより

表記された読み書きで容易な名称で、①および②の条
件を満たしている作自の中で、③から⑩の条件の1つ
以上に該当する名称とします。
①既容の市名Cf東松山市Jなど)でない名称(原則墨準)

既容の市名と読みが同じでも表記が異なるものは
可能

②I重信町J、「川内町Jでない名柿(原則基準)
(ひらがな及び力タ力ナによる表記も不司)

③2町の地域が地理的にイメージされる名柿
④2町の地域の特徴を表す名称
⑤2町の地域の歴史・文也にちなんだ名称
⑥2町の地域の知名度語、向上する名柿
⑦2町の地域を対外的にアピールできる名称
③住民等の理想・願以にちなんだ名称
⑨合併を記念した名称
⑩その他新市として/SLd朽しい名称

。選定方法
小委員会で5魚程度に絞り込んだ上で協議会に提案し、

協議会において決定します。

0留意事項
①同一名称への応募数については、選定の際の参考に

留めることとします。
②新市の候補名の選定にあっては、その名称を応嘉し

た理由についでG、十件留意するものとします。
③ローマ宰で表記Aし1き苦言合のことも考慮することと

します。
④名称の部分についてのみ選考ぬ対象とします。 (0
O市の00の音院 )

⑤記載の内容の不備並臼lこ応薯締切を過ぎたものは、
無効とします。

0応募できる人
重信町及び川内町に在住の小学生以上の万なら、ど

なたでも応募できます。

0応募方法
応募はがき(公事チラシに印刷)、官製はがき、私製はがき
※公募チラシは、新聞折込広告として配布するほか、
両町の役場などに配置しています。

0その他
①応募された作自に関する一切の権利は、重信町及び

川内町に帰属するものとします。
②応要作晶をそのまま採用することが困難な揚合には、

必要に応じて、作品の趣旨を著しく損なわない範囲
で補作することができるものとします。

③懸葺の受費者については、協議会だより及びホーム
ページで氏名と住所(町名まで)を公表します。

0問い合わせ先
重信町川内町合併協議会事務局

TEL 089-964-4412 
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Camera Report 

企川内中学校

あたたかい吾の訪れとともに、入掌の季節を迎

えた4月、町内の幼稚園や保育園、小中学校の入園・

入学式が行われました。今年入園 ・入掌を迎えた
ミ子どもは、幼稚園56人、保育園26人、小掌校

109人、中掌校124人となっています。

ピ力ピ力の1年生達は、校長先生や上級

生の歓迎あいさつに、やや緊張もみられま

したが「友達をたくさん作りたいJ r勉強

をがんばりたいjと希望に胸をふくらませ

ていました。校庭の桜並木が、新入生の門

出に花を添え、どの会場でも写真やビデオ

を撮影する保護者の姿が多くみられました。

@ 広報かわうち 4.25.2003
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川内申。交通安全教室。

4月10日、川内中学校で交通安全教室が聞かれ新

一年生の皆さんが自転車での安全運転を体験しまし
た。一年生のうち約半数が自転車通掌というだけあ
って、みんな真剣な面持ちで取組んでいました。

川申生が車いすをプレゼント

3月14日、川内中学校の生徒会の皆さんが、 三恵

ホームに車いすをプレゼン卜しました。この車いす
は生徒達が空き缶などを回収して集まったお金で購

入したもので、プレゼン卜された三恵ホームの方は「皆
ー さんの善意に感謝し、育意義に使っていきます。Jと

・川内町相撲歴史講演会・ j.f?!??っiTr0・H ・H ・-……・・・
)1¥内側 間 関 で 二コ :

-v相
撲
教
室

a'
4月13日、北方の揚神社で恒例の相撲教室が行わ

れ、参加者達は土にまみれながら相撲の醍醐昧を昧

わっていました。

広報かわうち 4.25.2003i) 

3月19日、中央公民館で川内町文化財保護審議委
員の酒井孝先生による相撲歴史講演会が聞かれまし
た。講演では川内町の相撲の歴史について語られ、
当時の相撲熱や思い出などいろいろな感想が出てい
ました。



Camera Report 

第17田町内クロッケー大会

3月24日、第17回を迎える町内クロッケ一大会が、

改修されたふれあい広場で行われました。当日は町
. . . . .内から30チームが参加し、きれいになったク、ラウン

:ドで日頃の練習の成果を競いあいました。
第~! 1 回川内バレーボール正

チャンビ方ン大会
F 

3月23日、川内体育センターで第11回川内バレ
ーポールチャンビオン大会が聞かれ、町内外から8
チーム参加して熱戦が繰り広げられました。
試合結果優勝桑原クラブ準優勝久米クラフ

第3位川内クラブB

:試合結果優勝南方西部1 準優勝町西部2

. . 
第 3位北方西部1 敢闘員南方西部3

.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. 
-. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

第6固レクリエーシ蚕ジ
バレーボール大会. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・

企一般の部優勝 コスペラーズ 企女性の部優勝川内クラブ

⑪ 広報かわうち 4.25.2003
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容 宝泉遺跡と揚り畑遺跡 事

県弘 パネル展 命線
昼SU U長忌

宝泉遺跡と揚り畑遺跡の出土品から両遺跡の関

連性と共通点等を展示します。

「みんなのひろばJIこ耳寄りな情報をお寄せください。

4月 28 日(月 )~5月 6 日(火)

ふるさと交流館「さくらの湯Jロビー

鉢形土器高杯形土器石包丁

など約15点程度

展示期間

展示場所

主な展示物

入門書募集!空手道育成会
空手道円心会では、入門者者募集しています。練

習は週2回行っています。お子さんから大人の方ま

でどなたでも結構です。あなたも空手で心身ともに

鍛えてみませんかっ

毎週月曜・土曜午後7時半~
川中体育館2階武道室
森松秀人(090-6280-9870)

練習日時

練習場所

連絡先

滑JIIためとも祭り第11回

午前9時半~5月5日(こどもの日)

滑川生活改善センター

TEL 966-2201 

日時

場所

問い合わせ先
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ri  

w 
口

歳

満1歳おめでとうのコーナーでは、6月生
まれの満1歳男を募集します。5月6日まで
に役場総務課広報係(TEL966-2222E-mail: 
soum@town.1くawauchi目ehime.jp)まで
写真とコメン卜をお寄せください。

III賜入急対ら III

新役員も出そろい、春風に帆をあげて、平

成15年度の婦人会丸が出発しました。今年

度もどうぞよろしくお願い申し上げます。

い
で
掘
り

4
月
の
下
旬
に
な
る
と
町
内
で
も
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
田
植
え
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

今
月
は
昭
和
同
年

5
月
号
の
表
紙
か
ら
田
植

え
の
時
期
を
前
に
行
わ
れ
た
"
い
で
掘
り
“
を

選
ん
で
み
ま
し
た
。

写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
、

川
上
小
学
校

前
の
町
裏
水
路
で
竹
之
鼻
地
区
の
住
民
が
総

出
で
汗
を
流
し
た
清
掃
作
業
の
様
子
で
す
。

"
ご
み
や
土
砂
は
、
次
々
と
道
路
へ
引
き
上

げ
ら
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
み
込
ま
れ
、
土
砂

な
ど
が
取
り
除
か
れ
た
水
路
で
は
、
水
が
さ

ら
さ
ら
流
れ
、
本
当
に
す
が
す
が
し
い
気
持

ち
で
し
た
“
と
あ
り
ま
す
。

今
で
も
こ
の
い
で
掘
り
は
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
時
に
比
べ
て
水
路
の
水
は
、
き
れ

い
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

O花いっぱい運動
日時 5月10日(土) 1 O:OO~ 
場所産業道路へご集合ください。

内容花々が呼びかけています。一人

でも多くの方がご参加下さい

ますようお願いします。 な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
一
報
を
1

05月ボ力シ作り

日時 5月25巳(臼)

場所中央公民館

内容発酵液を作る方は米のとぎ汁

をペットボトルに小量入れて

ご持参ください。ボ力シで生ご

みを土に還しましょう。お誘い

あわせてご参加ください。

19:30~ 

0日赤募金(5月末まで)

お世話をおかけします。ご協力をよろし

くお願いします。

満
開
へ
鉢
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き
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洗
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先
に
子
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満
開
で
今
花
婿
を
募
集
中

0桜の園と産業道路の花壇が今年も見事に

開花しました。開花までの作業、いろいろ

とありがとうございました。
日
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'aE沿不正斡?由ホットライyai
松山地方局

TEL 089-915-1110 
E-mail mat-kazei@pref.ehime.jp 

:v農薬取締法が ポお
改正されました!!当;

3月10日から改正農薬取締法が施行されて
います。主な改正点は、

①無登録農薬の製造、輸入、使用の禁止
(無登録農薬の販売は従来から禁止)

②農薬使用規準に違反する農薬使用の禁止
③罰則の強化などです。

農薬は農林水産省の登録番号のあるものを
ラベルをよく読んで使いましょう。

愛媛県では、不正経由の防止に向けて、 「不正軽油

ホットライン」を開設しました。伏せぢ軽油に関する

情報をお寄せください。

.不正軽油とは

不正軽油には、脱税を目的として、軽油に灯油や重

油を混ぜる「混和軽油」や、重油、灯油を原料に製造す

る「密造軽油」等があり、とれら不正軽油は、ディーゼ

ル車の排気ガス中の有害物質を増加させ、環境にも悪影

響を及ぼすといわれています。

4惨次のような情報を受け付げています。

①密造施設についての情報

②販売業者についての情報

③使用-流通についての情報
O 
、‘ー'、園田園園田園田・ーー圃ーーーー・圃帽園田園

詳しい農薬情報は、農林水産省ホームページ
(http目//www.maff.go.jp/nouyalくu/)の「農

薬コーナー」をご覧ください。

、Aムー一一一一一ーーー一一一一一一一ー一ー一一一一一ーーーーーーーーーーーーー-ーーWL
-附~~逗司.. }:~町a・・・圃ト，.，"""'γ一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ，、 ..、

月4ごみの収集日
清掃センター 宮 966-4989 . ・................................................・

@毘の当番医
(診療時間)
午前9時~午後5時

日 当番医 住 所 電話

3日 国立療養所 重信 目7964-
(憲法記念日)愛 媛 病 院 横河原 2411 

4巳 池川|内科禍経内科 重信町 964一
(日曜日) 志津川| 7787 

5日
重信クリニック

重信町 966-
(こどもの臼) 志津川| 1188 

11日
藤本内糾クリニック

重信町 960一
(日曜日) 横河原 5500 

18日
中野クリニック

重信町 960ー

(8曜日) 志津川| 5800 

25日 愛媛十全医療挙院
川内町南方 966一

(日曜日) 附属病院 5011 

収集曜日 ~j( 集 地 i或 収集変更日又は収集休止臼

月・木
東谷・西谷・土谷 5月5日(月)は
滑川・奥松瀬川| 5月6B(火)に変更

毎
北方東・北方西

火 ・金
南方東・南方西

変更なし

週

水・土
町西 ・町東 5月3日(土)は
横灘団地 ・前松瀬川 5月2日(金)に変更

-もえるとみ

.もえないとみ・組大ごみ

収集地 I或 ペトッレイト類ボト廃Joブ 廃プフス ガEラぴス蛍空光ピ町ン類類 粗大ごみ 空き缶類

ラスチ ッヲ類 チツヲ類 乾 電 池類

東谷西谷・土谷
5/8 (木)5/19(月)5ハ5(木)滑川・奥松瀬川| 5/19(月)5/26(日)

北方東北方西
5/9 (主)5/20(火)5ハ6(主)南方東・南方西 5/20(火)5/27(火)

町西・町東
5/7(水)5/21 (水)5ハ4(水)横灘団地前松瀬川

5/21 (水)5/28(水)

@ 広報かわうち 4.25.2003



000⑬創誠.000
小児の急性鼻炎と申耳炎
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月
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お祖父さんお祖母さんが菩供のころには、黄色
や緑色のはなを垂らし、てかてか光る袖口の着物
を着ている菩が多かったのではないでしょうか。
最近の菩供達にそんな『はなたれ小僧Jがいなく
なったと患いませんか。鼻炎をこじらせて橿性副
聾腔炎(蓄膿症)となって、手術が必要となるこ
とは随分と少なくなりました。惰い病気=蓄膿症
は死語になりつつあります。鼻炎と関係の深い中
耳炎も、手術が必要となるような慢性中耳炎はめ
っきりと少なくなりました。衛生に対する意識の
向上、近くに病院が増えたこと、よく到く抗生物
質を気軽に慢えるようになったことなどがその理
由だと思われます。しかし、感染症が減ったわけ
ではありません。鼻水をすすっている菩供はたく
さんいますし、多くの小児が小掌校入掌までに中
耳炎を経験しているという調査結果もあります。
低年齢からの集団保育が一般的になってきている
現在ではウイルスや細菌への感染の機会はむしろ
増えていると言えます。急性鼻炎は"曇風邪"と
いわれるようにウイルスの感染で始まるのですが、
つづいて細菌の感染を起こしてくること力tあります。
鼻汁の様予を観察していますと、水様性であった
ものが、粘りのある色のついた轟汁へと変fじする
ことがあり、この時点が細菌感染を起こしてきた
時だと考えています。抗生物質が必要になる頃合
いです。轟汁の性状を医師に伝えることが治績に
役立ちます。

中耳炎は襲炎に併発して起こってきます。鼻腔
と中耳腔は耳管というトンネルでつながっています。
小児の耳管は太く短くその機能も不完全で、鼻に
起こった感染が液及しやすいのです。中耳炎は痛み、
発熱、耳漏といった症状だけとは限りません。訴
えのない濠出性中耳炎という病態があり、むしろ
放置され慢性イじする可能性があります。実炎を起
こしている小児では襲の治療といっしょに鼓膜の
観察をつづけることが大切です。急性鼻炎の治療は、
初期のウイルス感染の時点での鼻のクリー二ング
が効果があり、これだけで治療することもできます。
耳鼻科での鼻処置を劃めます。抗生物語は2次的
に起こってくる細菌感染の予防として初期から用
いられてきましたが、耐性菌の増加に伴って効き
が悪く芯っています。大切芯薬ですから的確に用
いられなくてはなりません。中耳炎の治憲には鼻
炎の治療が必要であることは先に説明しました。鼻
炎の治療により自ら治癒していく中耳炎は多いよう
に患います。量処置や抗生物富で軽快しない場合に
は鼓膜切開が行われます。
小児の急性鼻炎、申耳炎は

小学較に入掌するごろから起
こしにくくなります。それま
での問、気長に根気よく付き
合っていく病気のように思い
ます。

E E院主主i:~ lI

-健康相談・栄養相談
血圧測定、尿検査を行っています。健康に関することは

お気軽に己、相談ください。
日時毎週水曜日午前9時~12時
場所健康センター 1階運動指導室

・こころの健康相談
不安定な精神状態や、お年寄りの痴呆等の相談をお受

けしています。
日時 5月9日(主)午前 10時~12時 (5月のみ)
場所健康センター及び家庭訪問
(注)予約制ですので、事前に保健師までご連結ください。

・滑川健康相談
日時 5月7日(水)
場所生活改善センター(午前11 時~ 1 2時)

海上集会所 (午後 1 時30分~2時30分)
九騎 (午後3時~4時)

E ~TIj::t=f;軍~~:主主~l

今年30歳、40歳、50歳、60歳、70歳になる方の節目検
診です。
日時 5月25日(日)
場所健康センター
受付胃:午前7時30分~9時

大腸、吾宮、乳、甲状腺:午前7時30分~10時
料金無料です。
※該当者には、検診の申込に関わらず、個別郵送でご案内します。

E "l~:rJ.詩乏~1I

実施日 検診肉容 受信時間 鋪 所
巨戸歪ヨヨ 午目日7時30分~ 9時

一一一一一一一『ーー一一 一

5月29日(木)大腸、三子宮
午前7時30分~ 1 0時

健康センター

乳、甲状腺

5月30日(主) 胃・大腸 午目u7時30分~ 9時 河之内公民館

害 900円・大腸 600円子宮 700円・乳 400円
甲状腺 400円

金事ヰ

-飼えなくなった犬・ねこと l 
所有者の判明しない犬・ねこの引取り ・ l
第3月曜日のみ
健康センター
印鑑、登録をしている犬は、鑑札、狂犬病予防注射済票

午前8時30分~9時日時
受付
持参晶

拓

広報かわうち 4.25.2003~ 
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。取汐?歩合
(-28人)
(-9人)
(ー 18人)
(-5戸)

(4月1日現在)

11，335人
5，405人
5，930人
4，038戸

園田~証盈五~

口

数男
女
帯

人

世

o 

午後1 時~2時

••••••••• 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

e3歳児健康診査

日時 5月20日(火)受付

場所健康センター 2階
対象児平成11 年9月~11 月ままれの幼児

(3歳6力月~8力月児)
内 容身体計測、問診、小児科診察、歯科診察、個別相談

持参晶 母害健康手帳、アンケー卜(事前に送付します)

・歯科検診

日時 5月15日(木)

受付午前9時~11時午後1 時~3時

場所健康センター 2階
対象児 1歳~就掌前の却兜

内 容 歯みがき、歯科検診、フッ素・サホライド塗布、個別相談

料金 1人 200円
持参晶 母予健康手帳、歯ブラシ、コップ、タオル

・もぐもぐ教室
日時 5月22日(木)午前9時30分~12時
場所健康センター 2階
対象者平成14年11月~平成15年1月生まれの乳児と

その保護者

栄養士の話「離乳食の進め方j、自己紹介・座談会

調理実習及び試食、身体計測、個別相談

持参晶 国寺健康手帳、工プロンなど

・乳幼児相談

身体計測、育児相談、栄養相談等を行っています。お気軽に

ご利用ください。
日時毎週水曜日午前9時~12時
場所健康センター 1階

-内容身体計測、個別相談

持参品目吾健康手帳

E .~~~J1!甜t奪還 E

円相

官内

前

さ
咲
ま
真
叫
弘

句
閉十一

名
な
京
都
宮
之
島
貝

(4月10日現在，交通事故状況)

な

り
里

叫
蓬
え
絵

り

し

詩

.ごめい福をお祈りいたします

住 所氏 名年 齢死亡月日世帯主

相之谷 佐 伯 ナ ツ エ 72 3. 3 佐伯正信

下海上大野サツキ 78 3. 3 大野信正

森 渡部サヨ子 76 3. 5 渡部政雄

板 戸伊藤アヤ子 80 3. 9 伊藤隆志

竹之鼻 高須賀陸子 84 3.13 高須賀文佳

市 場佐伯マサエ 88 3.20 佐伯マサエ

狩 場横山和美 47 3.21 横山和美

問 屋近藤霧- 80 3.23 近藤議一

西之側佐伯 尚 77 3.24 佐伯 尚

(3月受付分・敬称略)

。お誕生おめでとうございます

住所 保護 者 生年月日

2.20 

3.10 

3.12 

3.12 

3.11 

3. 1 

巧亮

征史

茂昭

由一

ジャロス令子

守良坂本

花山

小倉

昨年比

+86 

+ 3 
十75

本年

450 

6 

527 

〉

日 時 対象児と注意事項

日
5月9日(金) 6ヵ月~7歳6力月の乳幼児

本脳炎 午後2時~3時 ※3歳で2目、4歳で1回が標準的な接種時期です。

種混r::::ョ

5月12日(月) 3力月~7歳6力月の乳幼児

午後2時~3時
※百日咳にか力、った方は、受付で申し出てくだ
さい。

ポ 5月14日(水) 3力月~7歳6力月の乳幼児
リ 5月19日(月) ※下痢をしているときは接種を控えてくださ
7.t 午後2時~3時 い。

81 歳~7歳問の児
風 昭和54年4月2日~昭和62年10月1日

し
5月27日(火) 生まれの方で、風しん予防接種を受けて

ん
午後2時~3時 いない方

※②で接種を希望される方は、健康センター
までご連絡ください。

E 5-rllf.iU主主主 E

名目

東

砂

西之側

惣田谷下

旦之上

下台市

森

上

健康センター 2階
母吾健康手帳、予防接種手帳、体温計

場所

持参晶

-・いきいき健康講座

I膝や腰の関節痛について ~日常生活の工夫~J
日時 5月28日(水)午後 1 時30分~3時(受付は 1 時~)
場所健康センター 1階
講師愛媛十全医療学院理掌療法士 雅弘先生藤原

E :JfEU芽主主ヨ[]I

先月号に続いて今月もも
ちまきの写真です。ふるさ
と交流館“さくらの湯"が
オープンして 5年目を迎え
ました。この間に175万を
こえる人が温泉をお訪れた
とのことです。さくらの湯
は、 4月から営業開始を 1
時間早め、午前5時から営
業しています。(4月から
9月までの間)あなたも早
起きして、朝の温泉で優雅
なひとときを過ごしてみま
せんか?

お気付きでしょうか?4月になって紙面を一部新しくし
ました。といっても表紙などデザイン面の変更にとどめま
した。今月の記事にもありますように新市の名称募集など
重傷何との合併がいよいよ gに見える形に近づいてきて、
広報かわうちの発行もあと 10数闘を残すばかり…と思うと
なんだか複雑な心境ですが、 一年後に広報かわうちがどん
な姿になっているのかもご期待ください。

l~晶画孟・

編 集 後 記

. . 
・.. 

@ 広報かわうち 4.25.2003
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4
司
山
頂
部
は
平
坦
で
城
跡
の
面
影
が
残
っ
て
い
る

隊
員
の
手
に
し
て
い
る
の
が
弓
矢
に
使
わ
れ
た
矢
竹
。

日
浦
か
ら
名
越
城
跡
ヘ
今回は、春の訪れを感じさせる河之内の日浦地区から

名越城を探検しました。名越城跡は日浦の北、標高46
8メートルにある中世の城跡で表川上流の東谷地区を一
望できるところにあります。この城の遺構aは、小規模
で山頂部をしめる 100坪ほどの郭(城郭の一部として
削られた平坦地)とその前後を固める小郭、そして尾
根を切った一条の掘り切り(尾根を遮断するための防
御施設)が残っているだけです。このような遺構の規
模にもかかわらず、名越城が重要な意味を持っているのは、
確実な文献によって南北朝時代までさかのぼる数少な
p城郭だからです。 途中までは比較的なだらかな山道でしたが、

山頂部の手前からは急に切り立っており、戦に
使われた弓矢の材料となるめずらしい矢竹が当
時の面影を残していました。

4
黄
色
も
鮮
や
か
な
菜
の
花
畑
と
日
浦
に
多
く
あ
る
た
め
池

...春を感じさせる日浦の小道

川内町のHP http://www.town.くa刷
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